









































































































































































考古学研究所は、2008 年 9 月 13 日に創立 70
周年を迎えました」の一文があるとおり（URL: 
























































































































































































































































































































URL: http://japan.onpaku.jp（2017 年 2 月
7 日にアクセス）
噴火湾文化研究所　伊達市噴火湾文化研究所。北
黄金貝塚公園を軸にしたまちづくり活動を発端に
2005 年に設立された伊達市立の研究所。北黄金
貝塚に代表される縄文時代だけでなく、伊達市内
のアイヌ文化、近現代の文化まで、様々な文化の
掘り起こしと活用を目的に掲げている。現在は研
究所内に「埋蔵文化財調査室」があるようだが、
活動紹介において埋蔵文化財の用語はあまりみら
れない。「まちづくり」がキーワードとして頻出
する点では、赤塚氏の主張に近いものがある。
254
はみんな知っている，気づいているはず。だったらみんなで変えていくか、立ち上が
るか、潰すか。でも現実はそんなに簡単じゃないですよ、NPO も市民団体も含めて。
特に継続が難しい。なかなか上手くいかない、でも誰かがやらないとはじまらない、
みなさんも立ち上がっていただけるとありがたいと思います。
岡安　ありがとうございました。
吉田　北海道の伊達市に噴火湾文化研究所というのがあって、10 年以上前にそこを
訪れたことがあります。当時、大島直行さんという方が所長で、定年後もそこの所長
になったはずです。私が博士論文の調査で北海道を回っていた時に、今思えば無謀だっ
たというか、いきなり研究所を訪ねて話をお聞きしたことがあります。そうしたら、
突然来たにもかかわらず施設全体を丁寧に案内してくれました。その時聞いた話では、
噴火湾文化研究は博士号を持っている人しか職員として採用しないなど、構想を語っ
ていました。印象的だったのが、埋蔵文化財という言葉を使わない方針だ、と言われ
たことです。大島さんが言うには、文化財という言葉自体がすでにわかりにくい、そ
れに埋蔵がついたらさらに分かりにくいから使わないと言っていました。赤塚さんの
NPO の名前も文化「遺産」となっていて、おそらくここに「文化財」という言葉を
使わないのには、一定の理由があると思います。なので、そういう意味でも今日は「さ
よなら、まいぶん」ということで。
